
区域 種別 色相 明度 彩度 注記

Ｒ・ＹＲ・Ｙ ４以下（※）

ＧＹ・Ｇ・ＢＧ・Ｂ・Ｐ
Ｂ・Ｐ・ＲＰ

２以下

屋根・工
作物

-

ＹＲ・Ｙ・N 7以下 3以下

ＧＹ・Ｇ・ＢＧ・Ｂ・Ｐ
Ｂ・Ｐ・ＲＰ・Ｒ

屋根・工
作物

Ｒ・ＹＲ・Ｙ ３以下（※２）

ＧＹ・Ｇ １以下（※２）

ＢＧ・Ｂ・ＰＢ・Ｐ・ＲＰ

屋根・工
作物

-

Ｒ・ＹＲ・Ｙ ４以下（※２）

ＧＹ・Ｇ・ＢＧ・Ｂ・Ｐ
Ｂ・Ｐ・ＲＰ

１以下（※２）

屋根・工
作物

-

※１　陸屋根の場合は明度４以下が好ま
しい。
※２　無彩色、ＹＲ、Ｙの高明度低彩度色
を推奨する。
※２　ただし、明度８以上の場合は、彩度
１以下とする。
※２　従属色・アクセント色の彩度は、上
記彩度基準の２段階上を上限とする。

無彩色　または　明度４以下　彩度１以下

津屋崎千軒区域
外壁

無彩色　または　明度３以下　彩度１以下

認めない

自然素材（漆喰、板張、土壁、和瓦等）
を用いる場合にはこの限りではない。

市内全域
福間駅東区域

外壁

無彩色　または　低明度・低彩度を推奨

新原・奴山古墳
群眺望景観重点

区域2

外壁 -　(※１)

※ 都市計画法に基づく商業地域、近隣商業地域、準工業地域においては、建築行為等の規模や影響に応じて景観アドバイザーや景
観審議会で審査し、支障がないと認められた場合に限り色彩基準を適用しないことができる。

※　無彩色、ＹＲ、Ｙの高明度低彩度色
を推奨する。
※　ただし、明度８以上の場合は、彩度は
２以下とする。

-

認めない

無彩色　または　明度2.5〜5.5以下　彩度0.5以下

■色彩基準

新原・奴山古墳
群眺望景観重点

区域１

外壁

-　(※１)

※１　陸屋根の場合は明度４以下が好ま
しい。
※２　無彩色、ＹＲ、Ｙの高明度低彩度色
を推奨する。
※２　ただし、明度８以上の場合は、彩度
１以下とする。
※２　従属色・アクセント色の彩度は、上
記彩度基準の１段階上を上限とする。


